
校長 内 藤 奏 子

まだまだ夏のあたたかな余韻があるのではと、昼間の日差しを楽しみながらも、日没後の急激な冷え込みに触

れ、やはり秋なんだな、と、季節が一歩進んだことを再確認させられます。

２学期始業式の校長講話では「長い２学期の中で、『頑張れる自分を発見』して、それを認識したら『次へ進む

目標をもつ』気持ちを大切にしてください」とお話しをしました。本校の今年度の重点目標は「夢や希望の実現

に向け、主体的に取り組む子どもの育成」です。緑が丘小学校の先生方全員が、この目標にあるように自分の力

を信じて成長してほしいと願っていますよ、と、伝えています。

さて、数年前に新聞掲載された、ある作家の随筆の中で「諦めないというのは難しい」という一文が私にはと

ても印象強く残っています。言い換えると「希望をもち続けるというのは難しい」とも表現できます。希望が叶

わなかった時、「心の傷を大きく深くする、だから、適当なところで諦めると、ダメージはない、楽である。」と

いう訳です。つまり自分に「失望して傷付きたくないから」なのです。大抵はそう思うだろうと、自分は納得し

ました。それでも、「ひるむことなく前を向き、今できる最善を尽くす、それができる人は少ないだろう、しか

し、間違いなく強い。」という部分に、私は深く共感しました。希望がかなわない時には、この言葉を思い起こ

すようにしています。自分の心を少しでも揺さぶることができれば、何か変化が起こるのではないか、まだまだ

成長できるのではないか、と、期待している自分がいるのです。

ところで、２学期は、一人一人が成長した力を、保護者の皆様に見てもらうことができる行事があります。そ

れは１０月に予定している「学習発表会」です。昨年までは「学芸会」と呼んでいましたが、授業での頑張りや、

様々な場面を積み重ねてきたことを緑小っ子が発表できる場にしましょう、と、今年から「学習発表会」と、名

前を変更しました。先生方は、緑小っ子一人一人が活躍できる場面を考え、夏休み中に念入りにこの学習計画を

立てていました。今は毎日、練習に精いっぱい力を注ぎ、充実している様子が伺えます。

緑小っ子には、粘り強くやり遂げた先に自分はこれもできる、まだまだ

できる、と、自分の可能性を広げてほしいのです。目標を達成することは

大事ですが、たとえ失敗に終わったとしても、辛さを乗り越えた自分の力

を「自分はこんなにがんばれたんだ」と自分で発見し、実感することが大

切です。作家の言葉を借りるならば「希望を持ち続ける強さ」であり、今

年度の本校の重点目標にある「主体的に取り組む子どもの育成」は、まさ

にこのことにつながります。令和４年度後半は、まだ知らない自分を「発

見」し、その先を見つめてほしいと思います。
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令 和 ４ 年 ９ 月 ３ ０ 日 （ 金 ） 発 行

前期の通知表を配付します。子どもの成長の様子を確か 3 月 交通安全街頭指導 さわやかあいさつ DAY
めながら、よい部分はほめて、足りない部分は頑張るよう 朝会 学習発表会特別日課開始

に励ます機会にしていただ ４ 火 ALT来校
ければと思います。 ７ 金 校外清掃(落ち葉拾い１～４年)

コロナ禍でも一生懸命に ８ 土 丘の上ふれあい音楽祭

学校生活を送っていた子ど 10 月 祝日(スポーツの日)

もたちが、１０月からも更 11 火 臨時休業日(旭教研教育研究大会)

なる成長を目指し、学校生 17 月 校内絵画・版画展（～11／11）

活を送ることができるよう 20 木 学習発表会(総練習) 弁当の日

に、これからもご家庭とと 22 土 学習発表会一般公開

もに学校も支援を継続して 24 月 振替休業日(学習発表会)

いきたいと思います。 25 火 読書月間（～11／18） 諸費振替日

26 水 視力検査(4･5･6年)

27 木 視力検査(1･2･3年) 読み聞かせ

４年社会見学（午前）

31 月 委員会

今年度２回目の避難訓練を行いました。今回は中休みの時

間に２階の家庭科室から出火したという想定で、防火壁を閉

めた状態で訓練を行いました。子どもたちは、訓練の緊急放

送を聞いた後で、中休みに過ごしていた場所（教室や廊下、 ３年生が「火事から暮らしをまもる」という社会の授

図書室など）から慌てず 業で消防の出前授業を行いました。前半は、体育館で消

に安全を確保しながらグ 防車や消防士の仕事、火事についての説明を聞き、後半

ラウンドに避難を行いま はグラウンドに出て、放水体験や実際に消火に使用する

した。避難にかかった時 道具を見学しました。放水体験では、水圧の強さに驚き、

間は、前回よりも約１分 道具見学では、消防服や装備の重さを実感するなど、楽

短縮されるなど、避難状 しみながら消防活動や火事について学びました。

況に改善が見られた訓練

となりました。

５年生が総合的な学習「日本の文化」の単元で、和楽器体

験を行い「箏」に触れました。始めに、講師の方々の生演奏

「千本桜」を聞き、児童たちは、迫力ある演奏に感嘆の声を

あげていました。次は、「お爪」をつけ、実際に「さくらさ

くら」の演奏に挑戦しました。箏の楽譜は、音符の代わりに ２６日の中休みに、全校児童で校外清掃を行いました。

漢数字「一、二、三･･･」が使われていて、戸惑いもありま 学年ごとに分担された清掃区域で、軍手をはめ、ゴミな

したが、最後には素敵な音色を奏でていました。 どを入れるバケツを持ち、一生懸命にゴミやグランドの

石などを拾いました。




